
　　　　　　　　トラス型ジベル合成床版の疲労耐久性に関する実験的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　川崎重工業　正会員　鹿島　孝之，山本　晃久

　　　　　　　　　　　　　　　　　同　上　　正会員　橋本　靖智，小出　宣央

１１１１. . . . はじめにはじめにはじめにはじめに

　近年，重交通下での床版の損傷が大きな問題となっており，

また合理化・省力化や耐久性の観点から，鋼橋においては少主

桁橋等の合理化橋梁の建設が進められている。このようなこと

から橋梁の床版においては，耐久性のある床版が求められてお

り，その要求を満たす一つの構造として，合成床版の開発が活

発になりつつある。

　本輪荷重走行試験は建設省土木研究所，(財)土木研究ｾﾝﾀｰ，

民間企業 21社 18 ｸﾞﾙｰﾌﾟによる「道路橋床版の輪荷重走行試験

における疲労耐久性評価手法の開発に関する共同研究」の一環

として実施された共同研究のうち，ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ合成床版につい

て報告するものである。

２２２２. . . . トラス型ジベル合成床版についてトラス型ジベル合成床版についてトラス型ジベル合成床版についてトラス型ジベル合成床版について

　ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ合成床版は図－１図－１図－１図－１に示すように，底鋼板を優れた

ずれ止め特性を有するﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙを介してｺﾝｸﾘｰﾄに合成させ，

高耐久性及び軽量化を実現した鋼・ｺﾝｸﾘｰﾄ合成床版である。ま

た，このﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ付きの鋼板はずれ止めの作用ばかりでなく，

ﾄﾗｽ弦材は圧縮鉄筋としての働きを，ﾄﾗｽ斜材はせん断補強筋と

しての役目を持っている。さらに，底鋼板は，ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時の

型枠として役立ち，ｺﾝｸﾘｰﾄと合成後，引張部材としての作用も

するため，下側の主鉄筋と配力鉄筋は省略されており，継手部

のみ配筋されている。

３３３３. . . . 試験概要試験概要試験概要試験概要

　供験体の形状寸法を図－２に示す。本試験における供試体は

荷重条件をＢ活荷重および１方向当たりの大型車の計画交通量

2,000台／日以上とする床版支間 3.0mの連続版として設計し，

床版厚は本床版の最小床版厚である 20cm とした。また，中央

から橋軸方向に 625mm 離れた位置に底鋼板のパネル継手部を

設け，継手部が疲労耐久性状問題にならないかを確認する事に

した。供試体は設計における床版支間 3.0mと，試験時における

支間中央部のでの曲げﾓｰﾒﾝﾄが等しくなるように，支間 2.5m で

単純支持した。輪荷重は，床版供試体の支間中央部に 20×50cm

の載荷ﾌﾞﾛｯｸを並べ，橋軸方向に中央部から±1.5m の範囲で移

動輪荷重を載荷させた。載荷荷重は図－３図－３図－３図－３の走行回数と載荷荷

重の関係図 1)に示すように，157kN(16tf)から４万回載荷毎に

19.6kN(2tf)づつ増加させ392kN(40tf)合計52万回まで実施した。

キーワード：合成床版，輪荷重走行試験，ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ，疲労耐久性
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図－３　走行回数－載荷荷重の関係

図－２　供試体概要図

4
5
0
0

2800

15 0 2500 150

配力筋トラスジベル

ＬＣ

配
力
筋
ト
ラ
ス
ジ
ベ
ル

主鉄筋トラスジベル

主
鉄
筋
ト
ラ
ス
ジ
ベ
ル

主
鉄
筋
ト
ラ
ス
ジ
ベ
ル

配
力
筋
ト
ラ
ス
ジ
ベ
ル

主鉄筋トラスジベル

主鉄筋トラスジベル 配力筋トラスジベル

t=6

FB 50×6

配力筋トラスジベル

FB 50×6

F
B
 
5
0
×
6

F
B
 
5
0
×
6

150 15010@250=2500

1
0
91
4
1 2
0
0
1
4
0

1
0

9
1
4
1

2
0
0

1
4
0

2
3
7
5

1
1
2
5

t=9 t=9

t
=
9

t
=
9

配
力
筋
 
D
1
9

主
筋
 
D
1
9

1
9
1
0
6

1
2
5
2
5
0

5
@
2
5
0
=
1
2
5
0

1
9

1
0
6

1
2
5

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

1
4
@
2
5
0
=
3
5
0
0

主筋 D19 配力筋 D19

400 2000 400

（上弦材） （上弦材）
（
上
弦
材
）

（
上
弦
材
）

FB 38× 9 FB 38×9

FB
 
3
8
×
9

FB
 
3
8
×
9

図－１　トラス型ジベル合成床版
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４４４４. . . . 試験結果試験結果試験結果試験結果

　図－３図－３図－３図－３に示すように，平成 8 年の道路橋示方書に基づき

設計したＲＣ床版の供試体（以下 RC8 と示す）は荷重値

274kN(28tf)，走行回数 25.6 万回で押し抜きせん断破壊に

至ったが，本試験の結果，ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ合成床版は本試験の

最終段階である載荷荷重の 392kN(40tf)でも破壊には至っ

ておらず，急激なたわみ量や変形量の増大も認められなか

った。

　図－４図－４図－４図－４に走行回数と床版中央の静的載荷時のたわみの関

係を示す。ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ合成床版の最終載荷段階となる

392kN(40tf)・走行回数 52万回時点のたわみ量が 2.7mm，

除荷時のたわみ量が 0.9mmであり，平成 8年の道路橋示方

書に基づき設計したﾎﾟｽﾃﾝＰＲＣ床版（以下 PRC50と示す）

と比較すると，載荷時のたわみ量が約 40%，除荷時のたわ

み量が約 30%である。また，継手部の目開き量についても，

載荷荷重 392kN(40tf)・走行回数 52 万回時点で 0.3mm 程

度で，除荷時についてもほとんど増加はなかった

５５５５....たわみ分布性状たわみ分布性状たわみ分布性状たわみ分布性状

　図－５図－５図－５図－５に走行回数 2万回と 52万回時点における主筋方向

（橋軸直角方向）の 157kN(16t)換算弾性たわみ分布性状を

示す。図中の FEM解析は，合成床版を等方性のｼｪﾙ要素でﾓ

ﾃﾞﾙ化し，床版中央部に輪荷重（16t）を載荷した場合の計

算結果である。ﾔﾝｸﾞ係数比を n=10として 2)，ｺﾝｸﾘｰﾄ部分を

全断面有効にした場合と，引張側を無視した場合（換算剛

性）についてそれぞれ算出したものを使用した。この結果

から床版剛性は走行回数 2万回，52万回の時点でそれぞれ

全断面有効とした場合の剛性の 116%，81%と推定される。

　さらに，主筋方向で推定した剛性を用いた FEM解析値と

実験値の配力筋方向（橋軸方向）のたわみ分布性状を，図図図図

－６－６－６－６に比較した。走行回数 2万回，52万回どちらの時点も

解析値と実験値がほぼ一致しており，等方性版と考えて問

題のないことが確認できる。

６６６６. . . . まとめまとめまとめまとめ

①ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ合成床版は，載荷荷重 392kN(40tf)・走行回数

52 万回まで載荷した後も破壊せず，また載荷時のたわみ

および除荷時のたわみはﾎﾟｽﾃﾝＰＲＣ床版と比較しても

1/2以下であり，疲労損傷の度合いが少ないことが確認できた。

　　このことから，ﾄﾗｽ型ｼﾞﾍﾞﾙ合成床版は，H8道示ＲＣ床版，ﾎﾟｽﾃﾝＰＲＣ床版と比較して，相対的に優れ

た疲労耐久性があることが判明した。

②実験結果の主筋・配力筋方向のたわみ分布性状を，FEM 解析結果と比較することにより，繰り返し載荷

前後で，等方性版として挙動していると考えて問題ないことを確認した。
【参考文献】1)内田，西川：既設道路橋床版の疲労耐久性に関する検討,土木学会第 53 回年次学術講演会,CS-13,1998.10
　　　　　 2)土木学会：鋼構造物設計指針 PART B 合成構造物 平成 9年版

図－４　走行回数－たわみの関係

図－５　主鉄筋方向のたわみ分布

図－６　配力筋方向のたわみ分布
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